
リカレント教育の課題と期待 
放送⼤学 

中⾕多哉⼦ 
社会⼈の⼤学⼊学，⼤学院⼊学の環境が整った． 
放送⼤学では１５歳から授業を受けることができる．また，通常の⼤学の正規学⽣の扱い

と同等の全科履修⽣として⼊学すると，規程の条件を満たし続ければ１０年間在籍するこ
とができる．学部への⼊学に試験はないが，単位を取得するのは楽ではないと⾔われてい
る．学⽣の最⾼齢は 100 歳を超える．職業も様々であり，学⽣の多様性は⾼い．在住する地
域は⽇本全国に及ぶ．  

社会⼈の「学び直し」や「新しい興味への挑戦」は，⽣涯学習と⾔われたり，リカレント
教育と⾔われたりする．⽣涯学習は，⽣涯学び続けることであるが，リカレント教育は，特
定の⽬的を達成するための教育である．⽣涯学習は学⽣主体の学習であるが，リカレント教
育は，⽬的達成のための教育システムやプロセスが必要となる．たとえば，⼩学校の先⽣が
プログラミングの教え⽅を学ぶ，ビジネスパーソンがデータサイエンスに関係する科⽬を
履修するといったものがリカレント教育の例となろう． 

放送⼤学の授業形態は，テレビ，ラジオ（⾳声のみの）による授業，オンデマンド型オン
ライン授業，対⾯式授業から構成されるが，卒業研究報告書作成のための指導や⼤学院のゼ
ミは，オンライン会議システムなどによって⾏われている．オンライン会議システムは，距
離の壁を超える道具であり，ゼミの時間に出席すれば，そこが研究室となり同期，後輩，先
輩との意⾒交換が可能となる．簡易に研究環境を整えることができるためか，⽋席も安易に
選択できるように感じている．放送⼤学に着任して６年が過ぎたが，「仕事が忙しくて前回
のゼミから何もできませんでした」「急に客先から呼び出しがかかりましたので，今⽇のゼ
ミは⽋席します」「プロジェクトでトラブルが発⽣したため，今⽉のゼミはお休みします」
というメールを受けることが多い．このような⽋席届には，以下のようなメッセージが込め
られているという特徴がある 

1. 制御不可能な事象が発⽣した 
2. 仕事の事情は，⾃⼰学習よりも優先順位の⾼い事象である 
3. 先⽣ごめんなさい 

社会⼈学⽣から⽋席の謝罪を受けることは多いのだが，誤る対象は教員ではなく，⾃分で
はないのか．社会⼈として⽣きるために必要だと認識して，働きながら学習する道を選択し
たのに，学べる環境を満⾜に活かすことができないことになってしまったからである．教員
側も，社会⼈には，このような突発事象が⽣ずることは承知している．仕事と学習の両⽴は，
リカレント教育についてまわる課題である．リカレント教育とは，社会⼈にとってどのよう
な意味を持つのか，どのような覚悟をもって⼊学すべきなのか．社会⼈がリカレント教育を
受けるのは，⾃分の⼈⽣を変えるための活動ではないのか．その意気込みを忘れず，⼤学や
ゼミといった環境を最⼤限活かす貪欲さをもってもらいたい． 


